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研究成果の概要： 
①NASA/AERONET 放射計等による大気エアロゾル地上観測、②SPM のサンプリング計測
と化学分析、③エアロゾル放射特性と SPM値の関係解析、④地上と衛星データの併合によるエ
アロゾルマップの導出等に関し、継続的に研究実績を挙げている．⑤2008年 5月に NIESライ
ダーネットワーク機器を設置し、⑥エアロゾルの発生から拡散までの解明、⑦総合的なデータ

解析手法の実装、⑧モデルシミュレーションと実データの融合を実現した．  
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１．研究開始当初の背景 
 衛星(NIMBUS-7,ADEON1,2,MODIS)データ
解析，並びにNASA/AERONETサイトの維持運営
によるエアロゾル放射特性の連続観測を10
年に渡り実施し、大気中のちっぽけな「塵」
であるエアロゾルが地球環境問題と深く係
わっている事を実証｡ 

 

 
２．研究の目的 
  地上計測データ、広範囲を継続的に観測
できる衛星リモートセンシング、さらに観測
が困難な場合にもシミュレーションが行え
る数値モデルを融合することで，大気エアロ
ゾルの発生から拡散までを含む「高次大気粒
子解析」を実現する． 
 
 
３．研究の方法 
  環境計測を基盤として，取得した観測値
を「光散乱理論」（一回散乱，非球形散乱，
放射伝達式の解法等）、並びに独自に開発し
た「環境情報解析処理システム」を用いて解
析する． 
 
 
４．研究成果 
  本研究で得られた研究成果を項目別に
紹介する． 

① NASA/AERONET放射計等によるエア
ロゾル放射特性の地上観測と解析． 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ NASA/AERONET 東大阪サイトで計測
した大気エアロゾルの光学的厚さとオング
ストローム指標の散布図 

② SPM-613D(紀本電子)のサンプリング計 
測 (TSP/PM10，PM2.5, PM1.0，OBC)と化
学分析． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 粗大粒子（PMC）と小粒子の全粒子に
   対する比（PM2.5/PM10）の散布図 

 

 

③ エアロゾル放射特性とSPM値の関 
 係解析. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

図３ エアロゾル光学的厚さとPM2.5の相関
   関係の導出 
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④ 地上観測結果と衛星解析の併合利用に 
よる時空間制約を越えたエアロゾルマ
ップの導出 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 衛星データ解析と黄砂マップの作成 

 

⑤ ライダー計測の開始と、得られた高度分 
布を含む高次大気粒子解析の実施． 
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図５ 黄砂時のライダーデータ． 
 

⑥ モデル計算による知見を加えたエアロ
ゾルの発生から拡散までの解明． 
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図６ 数値モデルによる大気エアロゾル高 

   度分布 

 

⑦ 総合的なデータ解析手法の実装． 
 

⑧ モデルシミュレーションと実データの 
融合．  
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図７ 数値モデルによるエアロゾル種別 
   マップ 

18 April, 2008 
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